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授業内外での学生へのフィードバックの試み

生命科学部 松村浩由



自己紹介
松村 浩由(Matsumura, Hiroyoshi) 1972年生まれ、現在49歳

1988年 奈良県立奈良高校 入学

1991年 大阪大学工学部応用精密化学科 入学

1995年 大阪大学大学院物質化学専攻博士前期課程 入学

1997年 大阪大学大学院物質化学専攻博士後期課程 入学

2000年 大阪大学大学院物質化学専攻 助教

2004年 海外特別研究員（１年８ヶ月 イギリス ケンブリッジ）

2005年 大学発ベンチャー（株）創晶を共同で起業

2008年 大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻 准教授

2015年 立命館大学生命科学部生物工学科 教授（至 現在）

2015年 大阪大学大学院工学研究科 招へい教授（至 現在）

2019-2020年度 教学担当副学部長（生命科学部）

2000年 大阪大学大学院工学研究科 博士（工学）

2019年12月初旬、中国の武漢市で第1例目の感染者が報告されて
からコロナ禍に。この期間とかぶってしまい、苦戦しました・・・
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教学担当として

2020/3/24（火） manaba+R活用FD（木村先生）

2020/7/21（火） Web講義に関するFD（松村）

2020/7/31（金） Web授業に関わるFD企画～学生からの意見を参考に～（深尾先生）

2020/9/15（火） 秋学期以降の授業に関わる教室設備等について（山本事務職員）

2020/10/6（火） 駆け込み寺の実施状況等について（中谷先生）

2020/11/10(火) 秋セメスター授業に対する調査アンケート（自治会）の報告（深尾先生）

2020/12/15（火） 理工学部教学FD（合同） 生命科学部 授業の取り組み例（松村）

 BKC内や理系内でも状況がそれぞれ違うことが分かった

多様化がキーワード

（現場の教員と職員の間でギリギリの話し合い）

 学生・私達の多様化が進んだ、私達の対応に対する学生の捉え方も様々

 コミュニケーション方法も多様化が進んだ

 FDを開催
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 学生さんのやる気が伝わってこない

 学生さんから意見が得られない

 したがって、フィードバックができない

 別の課題として、TAさんの能力を活かしきれていない

授業内外での学生へのフィードバックの試み

これまでの課題

 上の課題を少しでも解決しようと考えつづけている現状
（今でも苦戦）

 多様化への対応

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
良い方法があれば教えていただきたい
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授業内外での学生へのフィードバックの試み

1) 講義資料を一週間前に掲示

4) レポート提出

5) TAさんから質問を回答

6) 授業内でのレポートのフィードバック

2) 対面＆ライブ配信型授業

3) アーカイブの公開

課題の解決と多様化への対応のため、今とりくんでいること

7) 授業内試験
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 １回生配当 秋学期 金曜１限 生物工学科（86名/学年）が対象

 2020年度53名が受講 ライブ配信型授業 平均出席者数49.3名

生命素子であるタンパク質や核酸を対象とした物理化学的研究は、現
在の生命科学の基礎を作り上げてきた。本講義では、生命に関わる物
理化学の基礎を概説した後、タンパク質や核酸などの分子を物理化
学的に調べる方法やそれによって分かる分子機能について解説する。

 授業の概要

 2020年度秋学期で学生の評価が高かった（自治会調べ）

学生の苦手意識が強い

1) 講義資料を一週間前に掲示

生命物理化学
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1) 講義資料を一週間前に掲示

講義資料はスライド＋セリフ入、資料の予習を指示

(4) 能動的に学ぶ重要性、授業
で伝えられることは限られている

例：自分で調査、
ChemDraw等を自分
のパソコンに導入

(1) この学習が何に繋がるか（具体例）

(2) 大学では、「既知」と「未知」の境界
を知る

(3) 最終的に、対面で自分の意見を述
べられる能力を身につけてほしい

普段から伝えていること
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(2) 大学の状況

2) 対面＆ライブ配信型授業

(4) 質問の随時受付

(3) 学生の物理嫌い

(1) グラフィックスや
動画を多用

対面＆ライブ配信型授業（録画）にしていて、発熱などの連絡が
あった学生さんには、体調が許せばZoomでの授業参加を促す

気にかけていること
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質問の随時受付：匿名でコメントできるCommentScreenやパパパコ
メントいうアプリを使用

初めにコメントの敷居を下げる

難しいときにも反応がくる（泣き）

満足できたときは拍手・笑顔

気軽に感想

随時質問

質問に答え、分かったか聞く

準静的変化？

どれだけ変化したかわかっていて計算できる変化

とがめられるときも…
そろそろ…

2) 対面＆ライブ配信型授業
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3) アーカイブの公開

反復は重要、１回で理解するのは困難

manaba+Rで通知
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授業内外での学生へのフィードバックの試み

1) 講義資料を一週間前に掲示

4) レポート提出

5) TAさんから質問を回答

6) 授業内でのレポートのフィードバック

2) 対面＆ライブ配信型授業

3) アーカイブの公開

7) 授業内試験

課題解決・多様化に対応するため、今とりくんでいること
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(1) 講義内容（講義資料をまとめる）

(2) 講義の中で印象に残ったこと、関心を持ったこと、自分で
調べてみたこと等

(3) 講義について、よく理解できなかったこと、疑問に思ったこと等

修士課程１回生のティーチングアシスタント（TA）の＃＃さん、
あるいは先生からメールで返事があるかもしれませんので、
もしメールがきたらそのメールに対して返事してもらえると嬉
しいです。よろしくお願いします。

4) レポート提出

複数回の講義に対してレポート提出を指示
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5) TAさんから学生の質問を回答

生命物理は様々な分野を網羅していて、他の講義で聞いたことがあるような範囲が度々出てくる。
なぜ生命物理はこんなにも範囲が広くなるのだろうと思った。

今まで学習してきたことは全て繋がっていると思います。たとえば、生命現象を説明するためには、
化学の知識が必要で、化学のことを説明しようとすれば物理の知識が必要になります。本講義では
生命現象を物理化学的な視点から考えているので、範囲が広く感じられるのかもしれません。
応用的な生命現象を理解するためにその基礎となる物理の視点をもつことは重要だと思いますし、
TAをしていてもっと勉強しておけばよかったと感じています。
難しい部分もあるかもしれませんが頑張ってください。

タンパク質は結合エネルギーが小さくなるように折りたたまれていくということですが、それはタンパク
質が揺れている過程で少しずつ折りたたまれていく感じですか？また折りたたまれる早さも酵素の
反応のようにとても早く起きるのですか？

その認識であっていると思います。ただし折りたたみの過程は完全には解明されておらず、現在いく
つかのモデルが提唱されています。折りたたみにかかる時間はミリ秒から秒のスケールですので、
酵素反応と比べればかなり遅いかもしれないです。興味があれば以下の記事なども読んでみてくだ
さい。
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kagakutoseibutsu1962/36/5/36_5_290/_pdf

TAさんが回答案を私にメール→私の修正→TAさんからメールで連絡

学生からの質問例とTAさんからの回答例
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6) 授業内でのレポートのフィードバック

 匿名での質問ができ、すぐにわからないところを聞けるのがとても良
いと思います。

 Zoomを使った授業で、質問の投げかけなどが出来るように工夫され
ており、わかりやすい。

 授業中に質問ができ、わかるまで丁寧に教えて下さる。資料もと
ても分かりやすくて楽しく学べる。

学生からの感想

 授業内で可能な限りフィードバックする

気にかけていること

 最終的には、対面で自分の意見を述べられる力、まだ答えが分かってい
ないことを考えつづける力を身につけてほしいことを伝える

 一人よがりの授業は良くないが、学生が喜ぶ授業が良いという訳でもない
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7) 授業内試験

 ３回に分け授業内試験を実施

授業内試験①

簡単な４択、20分 考えさせる４択、20分 筆記、40分

授業内試験② 授業内試験③
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7) 授業内試験

島田伸敬先生（情報理工学部）ご提供の1分FDから
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7) 授業内試験
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7) 授業内試験

試験実施日（6/10）の前日のアーカイブ閲覧が多い

6/3

5/27

5/20



実は学生はメールの使い方を知らない
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 学生がメールの使い方を知る

授業内外での学生へのフィードバックの試み

その他の効果

以前メールの返信で、自分の返信文を一番下に書いている学生がいた

 しかし、選択式は与えられた問題を選ぶだけ

 学生のモチベーションアップにはつながってそう、悔しいという気持ち

 授業内試験3回のうち1回は筆記試験にする必要がある

授業内試験は

 試験をこまめにすることによって学生間のコミュニケーションが増加

 TAさんの学びが大きい⇔負担とのバランスの調整は難しい

 TAさんと学生との距離が近くなる
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多様化に対応するために

デジタル化・効率化

 学部間、多様な教職員・学生の交流、グローバル化、高大連携

 バランスのとれた対面とライブ配信型の使い分け
（例：成長過程の学生が学ぶ大学教育と、社会人が学ぶリカレント教育とでは違う）

 充実した本学の教育ツールを活用

新しい発信・交流の形

 人と人との交流を増やす、全員が楽しむ、教えあう

 「教える」は、教える側の理解の深化や新たな課題の発見につながる

もう元には戻らないと考える

 知識・経験・事務のデジタル化、効率化による教職員の負担軽減

ご清聴ありがとうございました
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